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インダクタ(コイル)の3つの働き
インダクタには、下記3つの働きがあります。

(1)電気エネルギーを磁気エネルギーに変化させ蓄え、放出する。
(2)電流が流れると磁界が発生し逆に磁界が変化すると電流が流れる。
(3)直流は通すが交流は通しにくく周波数が高いほど通しにくくなる。

詳細は、下記製品紹介ページをご参照ください。
https://www.yuden.co.jp/jp/solutions/inductor/
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・直流抵抗
直流印加時の抵抗分。
巻線の抵抗が主要。

・直流重畳許容電流（Isat)
直流重畳でインダクタンス値が-10%～30%
（アイテムによって規定が異なる）になる電流値。
NRシリーズの場合は-30%である。

・温度上昇許容電流（Itemp)
直流電流印加時の温度上昇が20℃～40℃
（アイテムによって規定が異なる）になる電流値。
NRシリーズの場合は20℃と40℃である。

・公称インダクタンス
測定周波数100KHzでのインダクタンス値。

代表的なパワーインダクタのカタログの見方（太陽誘電）

定格電流：重畳電流、温度上昇どちらか小さいほう電流値 保証値は、Max



直流重畳特性と温度上昇特性
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温度上昇特性 IDC2

Typ： 中央値 MAX：バラつきを考慮した値

直流重畳特性 （飽和許容電流）Idc1

・L値が30％低下したときの電流を直流重畳許容電流
磁気飽和によりL値が下がり、リップル電流が増大して
ICの制御不能になる。又は、ICを破損させる事もある。

・温度が40℃上昇したときの電流を温度上昇許容電流
直流電流が増えると発熱が増加し、信頼性が低下。
最悪は線材絶縁不良を起こし焼損する。
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これがIDC1 これがIDC2
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